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ど
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と

い

う
実
際
的
見
地

か

ら
の

問
題
が

生
じ

て

く
る

｡

こ

れ

が
､

新
古
典
派
成
長
モ

デ
ル

に

於
け

る

調
整
速
度
の

問
題
で

あ

る
｡

調
整
速
度
に

関

す
る

文
献
は

､

そ

う

多

く

は

な
い

｡

先

ず

河
)

占
N

O

∽

巴
○

〔

-

8

ロ
コ

は
､

資
本
の

2
巴
-

2

P

E
-

芹
y

を

仮
定
し

た
モ

デ
ル

を

用
い

て

古
い

均
衡
値
か

ら

新
ら

し
い

均
衡
値
へ

の

調
整
の

圧
倒
的
割
合
例

え

ば

九

〇
パ

ー

セ

ン

ト

を

達
成
す

る

に

は
､

約
百
年
か

か

る

で

あ

ろ

う

と

い

う
計

算
を

な

し
､

新
古
典
派
成

長
モ

デ
ル

に

於
け
る

調
整
過
程
は

､

極

端
に

お

そ
い

率
で

行
わ
れ

る

か

ら
+

か

か

る
モ

デ
ル

か

ら

導
か

れ

る

政
策

的
提
言
は

､

そ

れ
の

実
現
の

た

め

に

極
端
に

長
い

時
間
間
隔
が

与

え

ら

れ

な

け
れ

ば
､

そ
の

実
際
的
基
盤
を

失
う
も
の

で

あ

る

と

結
論
し

た
｡

一

方
､

内
P

望
-

O

S

巳
○

〔

-

と

は
､

S
〇
一

〇

弓
〔
-

¢

〕

の

モ

デ
ル

に

d
-

旨

ヨ
･

す
○

巴
e

払

t
e

c

け

已
○

巴

p
→

○

笥
e

∽
∽

を

導
入

し

た

吋

訂
-

℃
S

〔

-

山
〕

の

モ

デ
ル

を

使
用
し

て
､

前
記
の

結
論
は

､

一

般
的
に

は
､

妥
当
し

な
い

こ

と

を

示

し

た
｡

す
な

わ

ち
､

彼
は

､

河
づ
ト

N

O

∽

賢
○

〔
-

ヱ

〔

-

コ

で

考
慮
さ

れ
て

い

な

か
っ

た

資
本
の

減
価
償
却

､

e

m
J
O
d

訂
払

t
e

c

F

已
c

巴

p

3

雫
e
∽

∽

等
を

取

入

れ
､

モ

デ
ル

を
よ

り

現
実
的
に

修
正

す

る
こ

と

に

よ

り
､

調
整
時
間
は

､

河
叫

仁

冒

紆
t

O

〔

-

8
〔

-

コ

の

場
合
の

二

五
パ

ー

セ

ン

ト

か

ら

三

七
･

五

パ

ー

セ

ン

ト

に

ま
で

短
縮
さ

れ

る

と

し
た

｡

本
稿
の

課
題
は

､

以
上

の

両
佐
藤

氏
の

見
解
を

検
討
す

る

と

と

も
に

経

済
成
長
静
に

関
す
る

展
望
論
文
で

､

H

旨
n

P
ロ

ト

呂
む

巨
訂
宅
∽

〔

こ
が

河
七

仁

8
S

巴
○

〔

-

且

の

議
論
に

言
及
し
て

､

こ

の

結
論
は

､

い

ろ
い

ろ
の

モ

デ
ル

で

テ
ス

ト

さ

れ

て
､

は

じ

め

て

そ
の

意
義
が

正

当
に

評
価
さ

れ

る

(

1

)

も

の

で

あ

る

と

述
べ

て

い

る

所
に

従
い

､

資
本
と

労
働
に

関
し

て

事
前
的

に

は

代
替
可
能
で

あ

る

が
､

事
後
的
に

は

代
替
不

可
能
で

あ

る

と
い

う
仮

定
の

上

に

た
つ

l

O

F
平
口

羅
臼

〔
h

〕

の

モ

デ
ル

を

用
い

調
整
速

度
の

問
題
を

究
明
す

る

こ

と
で

あ
る

｡

(

1
)

H
P

F

n

巴

乙

民
p
t
t

ゴ

b

弓
∽

〔

占

p
.

∞

-

〇
.

〓

両
佐
藤
氏
の

所
説
の

検
討

】

∂

後
の

我
々

の

議
論
と

比

較
す
る

た

め
に

､

両
佐

藤
氏
の

見

解
を

検
話
し

好



一 橋論叢 第五 十 八 巻 第 四 号 ( 6 8 )

よ
,

フ
｡

河
づ
ト

冒

∽

邑
○

〔
-

8

〔
-

コ

は
､

S
O
-

○

弓

〔

-

∞

〕

に

於
け

る
コ

ブ
･

ダ

グ

ラ
ス

生

産
関
数
を

前
提
と

し

た
モ

デ
ル

に

d

訂
e

m

ぎ
d
-

e

a

t

e
O

ビ

2 .

β
-

勺
r

O
的
→
e

設

を

導
入

し
た
モ

デ
ル

を

考
え
る

｡

和

知

吋

計

知
り

勺

(

N

( つヽ
)

4 7 β

ア

=

産
出
量

エ

=

労
働
量

∫

=
(

純
)

貯
蓄
性
向

ゐ

=

資
本
係
数

g

=

資
本
ス

ト
ッ

ク

ん
=
0

時
点
に

於
け
る

労
働
量

几

=

労
働
の

成
長
率

f

=

時
間

α

=

資
本
の

生

産
弾
力
性

-

-
白

=

労
働
の

生

産
弾
力
性

が

得
ら

れ

る
｡

さ

て
､

(
N

.

N

)

(

N
.

ひ

)

(

N
.

小

)

(

N
●

8

よ

り

次
の

微
分
方
程
式
が

成
立

す
る

｡乳
計糾

±
与
(

丁
見
事

-

訂
(

T

与

(

N
一

ヾ
)

y

=

罫
缶

一

貞
訂

且
っ

軋
軋

篭
∋
ど
熟

邑

訂
Q

計

邑
昌

叫

七

言

笥
買
わ

と

す
る

と
､

モ

デ
ル

は
､

次
の

よ

う
な

体
系
で

示

さ

れ

る
｡

呵
‖
ゝ
雪
什

由
り

白

ト
T
R

恥
=
叫

呵

ト

=
ト
○
缶

さ
巾

転
り

計

=

-}
､

(

N
.

-

)

(

N
.

N

)

(

N
.

山

)

(

N
.

占

(
N

■

○

の

解
ほ

､

Å
貼
州

帥
〕

＋
(

可
(

て

エ
T
ミ

ミ
-

(

N
t

∞

)

(

N

.
-

)

は
､

生

産
関
数
で

あ

る
｡

(

N
●

N

)

は

(

純
)

貯
蓄
が

､

(

純
)

所

得
の

一

定
割
合
に

等
し

い

と
い

う

貯
蓄

仮
説
を

示

す
｡

労
働
の

成

長
率
は

外
生

的
に

一

定
と

し

て

与
え

ら

れ

る

と

す

る

と

(

N
･

い

)

が

成
立

す
る

｡

(

N
.

占

ほ
､

資
本
係
数
の

定
義
式
で

あ

る
｡

(

N

+
)

(

N
一

占

を
一

に

関
し

て

対

数
微
分
す
る

と

で

与

え

ら
れ

る

か

ら
､

ぉ

の

均
衡
値
㍍

(

時
間
を

無
限

大
に

し
た

と

き

の

ゐ

の

値
)

は
､

Å
貼

舶
L

と

な

る
｡

(

N

+
)

(

N
.

N

)

(

N
.

い

)

(

N
･

い

)

を

用
い

る

と
､

微
分
方
程
式

㌣
(

て

エ
丁

与
)

謀

臣
小

ト
○

が
(

汗
㍑

ほ
)
へ

}

ボ
け

(

N
.

3

を

得
る

｡

こ

の

解
を

求
め

る

と
､

呵

内

吋
‖

与

ポ
＋
(

丁
且
首

(

N
一

8

ー

ー

一
見

共

訳
)

い
(
て

＋
(

-

-

▲ユ
且

h

＋
〔
打

怪
は
h

〕
叫

〓
引

転

と

な

る

か

ら
､

y

の

均
衡
値
㌣

は
､



( 6 9 ) 研 究 ノ ー ト

ー

一

見

l +

ユ

鮎
鞘

引
缶

ぷ
氾

は
ル

ー

(

N

J
O
)

で

与
え

ら

れ

る
｡

(

N
･

∞

)

と

(

N

J
O
)

よ

り
､

ア

と
且

の

成
長
率
は

､

次
式
で

定
義

さ

れ

る

長
期
成
長
率
が
に

収
束
す
る
こ

と

が

わ
か

る
｡

る
｡

次
に

内

罠
喜

幹
ざ
〔
-

h
〕

は
､

勺
F
e
-

葛
〔

こ
〕

の

モ

デ
ル

を

採
用
す

る
｡

各

ま
n
t

P
的
e

の

資
本
は

そ
の

技
術
上

の

能
率
を

異
に

す
る

｡

故
に

e

ヨ

ぎ
已
e

み

t
e

O

F

已
｡

巴

p

3
g

岩
班
払

を

考
慮
し

た

各

5 .

n
t

a

g
e

の

資
本

の

亡

期
に

於
け

る

集
計
量
は

､

て

q

√
H

〓
引

十
芦

今
や

(

N
.

∞
)

式
は

ぎ
=

守
＋
(

ぎ
-
計

J
恥

⊥
T
(

吾
ま

(
N

+
-

)

甘
ト

∵
至

)

き

(

N
●

-

h

)

(
N

.

-

N

)

と

表
わ

さ

れ

る
｡

こ

こ

で

私
は

､

ぁ

の

初
期
値
で

あ

る
｡

巾

‖

附

舶

(

N
･

こ
)

と

定
義
す
る

と
6

は
､

ぉ

の

‰
か

ら
か

へ

の

調
整
が

亡

時
点
に

於
て

ど

れ

だ

け

行
わ

れ

て
い

る
か

に

つ

い

て

の

割
合
を

示

す
｡

q

=
(
-

-

且
q

書

(

N

+
阜
)

♂

は

調
整
速
度
を

表
わ

す
指
標
で

あ

る

か

ら

調
整
速
度
パ

ラ

メ

ー

タ
ー

と

呼
ぶ
こ

と
に

す
る

｡

と

な

る
｡

こ

こ

で

内
入
叶

)

は
廿

期
に

生

産
さ

れ

た

資
本
財
の

物
的
単
位

で

測
っ

た

古

期
に

お

け

る

現
存
量
で

あ

り
､

e

2

ど
d
-

e

P

t

対

句
e

の

技
術

進
歩
率
は

一

定
〃
で

与

え

ら

れ

て

い

る
｡

こ

の

ム
を

フ
ェ

ル

ブ
ス

は

有
効

資
本
(

e

托
e

O
t
i

J

d

C

P

勺
-

t

已
)

と

名
付
け
て

い

る
｡

今
す
べ

て

の

資
本
ほ

単
位
時
間
当
り
∂

の

率
で

指
数
関
数
的
に

減
耗
し

て

行
く
と

仮
定
す
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(
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す
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得
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す
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が
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す
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(
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る
｡

資
本
係
数
を

次
の

よ

う
に

定
義
し

ょ

う
｡

か

曽
=

剖

(

N
.

N

-

)

(

N
.

N

N
)

方
程
式
が

成
立

す
る

｡

㍉
＋
(

七

＋
屯

)

㍉
=
㌧
ゝ
ト
㌔
･

さ
(

言
､

号

〒
三

豊

モ
､

(

N

-
N

∞
)

の

解
は

其
い

帥
代
脈

餉

鞍
重

量
(

N

N

O O
)

(

N
.

山
)

(

N
●

-

β
(

N
◆

N

O
)

(

N
.

N

こ
(

N
●

N

N

)

で
一

つ

の

体
系
が

構
成
さ

れ
る

｡

(

N

+

3
(

N
.

N

O
)

(
N

.

N

N

)

を
と

に

関
し

て

数
分
す
る

と
､

＋
q
町
･

〔

T
{

こ
(

号
ん

三
〕

ー

叫

〓
引
}

(

N

N
＼C 〉

)

㍉
h訓

=

】
(

‡

ぞ
沖

洲
=
(

ミ
ミ
品
＋
(

丁

品

き

さ

5

曽

か

5

(

N
●

N

山

)

(

N
.

望
)

(

N
.

N

小

)

と

な

る
｡

J

の

均
衡
値
は

､

㌢

｢

(

-

-
R
)

ゎ
､

ゝ
ト
㌔

.

｡
､

が

成
立

す
る

｡

(

N
･

い

)

(

N
･

N

-

)

(

N
.

N

い
)

(

N
･

望
)

(

N
･

N

h
)

よ

り

り
に

関
す
る

次
の

微

分
方

程
式
を

得
る

｡

で

与

え
ら

れ

る
｡

か

く
て

y

と
■J
の

成
長
率
は

長
期
成
長
率

苛
羊
輔
鵬

に

収
束
す
る

｡

今
や

(

N
.

N

叫
)

は
､

次
の

様
に

表
わ

す
こ

と

が

で

き

る
｡

(

N
●

旨
)
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曽

=

モ
＋
(

曽
-

モ
)

内

去
･

き
(

中

三
十

三

恥
は

り
の

初
期
値
で

あ
る

｡

仇
､

‖

悼
〓
憎

モ
ー
曽

q
､

=
(

-

-
熊

､

)

(

q
★

＋
む

＋

も

と

定
.め
る

と
､

-

号
)

=

1

叱
各
と
)

(

N
■

㌍
)

(

N
.

い

N

)

(

N
･

い

℃

(

N
･

い

占

六

ユ
=
丁

期
に

新
ら

し

く

建
設
さ

れ

た

資
本
へ

配
置
さ

れ
た

労
働
量

と

記
号
を

定
め

る

と
､

以
上

の

諸
仮
定
の

も

と

で

は
､

次
式
が

成
立

す

る
｡

を

得
る

｡

以

上
は

､

両
佐
藤

氏
の

議
論
を

相
互
に

比

較
し

や

す
い

よ

う
に

再
構
成

す
る
か

､

又
は

論
点
を

お

ぎ

な
い

な
が

ら

述
べ

た

も
の

で

あ

る
｡

三

ヨ

ハ

ン

■セ

ン

･

モ

デ
ル

A

次
に

我
々

の

主
題
で

あ

る

甘
F
a

㌃
e

ヱ
い
〕

の

モ

デ
ル

に

於
け

る

調
整

速

度
の

問
題
を

検
討
し
ょ

う
｡

本
節
で

は
､

資
本
は

無
限
の

耐
久
年
限

せ

持
つ

と

す
る

｡

ヨ

ハ

ン

セ

ン

･

モ

デ
ル

に

於
て

は

労
働
と

資
本
ほ

事
前
的
に

は

代
替
可
能
で

あ

る

が
､

事
後
的
に

は
､

代
替

不
可
能
で

あ

る

と

仮
定
さ

れ

る
｡

又

技
術
進
歩

は

e

m
b
O

已
e

P

t

e

O

F

2 .

〇

巴

唱
O

g
r

e

∽
∽

の

み

を

考
慮
す
る

｡

只
叶

)

=
と

期
に

於
け
る

稔
産
出
量

内
(
叶

)

=
と

期
に

お

け

る

総
資
本
ス

ト
ッ

ク

只
叶

)

=
亡

期
に

於
け
る

総
労
働
量

叉
ユ
=
丁

期
に

於
け

る

投
資

叉
ユ
､
=
丁

期
の

産
出
量
増
分

月

号
卜
主
計

墨
‖

ト
葺
瓦
叫

墨
‖

ト

享
叫

H

事
前
的
代
替
可
能
性
を

示

す
も
の

と

し
て

は
､

(
い

ー

ー
)

(
い

･

N
)

(
山

.

い
)

コ

ブ
･

ダ

グ

ラ

ス

生

産

関
数
を

採
用
す
る

｡

璧

=
ゝ
首
雪
雪

印

又

貯
蓄
仮
設
に

つ

い

て

は
､

(

N
･

N

)

と

同
様
な
も
の

､

+

ズ
叶

)

=

ユ
､

(

〇

を

仮
定
す

る
｡

労
働
は

指
数
的
に

成
長
す
る

も
の

と

す
る

｡

ト
(

〇

=
ト
○

篭
"

b
n

8

-1

勺l

こ

れ
は

､

資
本
係
数
の

定
義
式
で

あ

る
｡

以

上
で

一

つ

の

体

系
が

成
立

し
た

｡

(

レ
.

-

)

(
山

.

N
)

(
山

一

レ

)

を
亡

に

つ

い

て

微
分
す
る

と
､

只
叶

)

=

果
汁

)

丸
(

へ

)

⊆1

叉
〇

(

山
･

阜

)

す
な

わ

ち
､

(

山
.

h

)

(
い

･

か
)

(

い
.

〇

(

い
.

∽

)

(
い

.

¢
)

卓79
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ト
(
叶

)

=
～

否
)

=
訂
ミ
ミ

(

㌻

=
さ

ト
○

)

を

得
る

｡

(
レ

+
○

)

(

レ
･

e
(

い
･

h

)

(

山
･

∞

)

(

山

+
○
)

よ

り

月
叶

)

に

つ

い

て
の

微
分
方
程

式

只
叶

)

=
〔

ゝ

ミ
3
言
言

)

ぢ
(

宅

(

山

L
-
)

が

成
立
す
る

｡

の

微
分
方
程
式
を

得
る

｡

苛
(

§
＋

喜
＋

監
叶

㌔
Q

(

ポ
は
)
h

甲

ゼ

(

レ
･

-

J

の

解
ほ

4 ∂0

崖
-

サ

こ

の

解
ほ

､

只

Å
(

絹
)

喜
)

且
訃

で

あ

る

か

ら
､

吋
バ
叶

)

の

均
衡
値
は

､

ユ
泊
硝
ほ
〕

寸

噂

と

な

る
｡

(

い
.

-

N
)

(
山

-

-

い
)

故
に

月
叶

)

の

成
長
率
は

､

次
式
で

示

さ

れ
る

長
期
成
長
率
に

収
束
す

る

こ

と

が

わ
か

る
｡

苛
パ

鵬

(

い
･

ヱ

を
と

に

つ

い

て

対
数
微
分
す
る

と
､

計

洋
学
十

ギ
･
七

哩

と

な

る
｡

(

い
･

u

)

の

両
辺

を
と

に

つ

い

て

微
分
す
る

と

次
式
を

得
る

｡

計

=
払

吋

=

遥

(
い

+

土

(

い

+
h

)

(

山
.

-

か

)

(

い
･

ヰ

)

(

山
･

-

○
)

(

山

+
い
)

(

山
●

-

e

を

用
い

る

と
､

y

に

つ

い

七
の

次

P

声

＋
七

〕

で

あ

る
｡

従
っ

て

ダ

の

均
衡
値
は

､

(

e
←

＋
七
)
○

(

山

+

○

叫

㍍(

レ

L
00
)

〔

㌣
-

β

と

な
る

｡

(

山
･

加
)

を

考
慮
す
る
と

､

(

山
･

-

β

を

積
分
し
て

も

(

山
●

こ
)

を

求
め

得
る
こ

と

が

わ

か

る
｡

(

山
･

-

レ
)

と

(

い

+

β

よ

り

ミ

白

き

＋
七

勺
サ

ー

ー
ひ

が

求
め

ら

れ

る
｡

次
に『】

=
N

内

と

置
く

､

(

い
･

N

こ

の

両
辺
を
古

に

つ

い

て

対

数
微
分
す
る

と
､

吋

付

和

(

山
･

N

O

)

(

山
･

N

-

)

N

呵

知
リ

(

山
●

N

N

)
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を

得
る

｡

(

山
.

山
)

(

レ
●

N

O
)

(

山
･

N

N

)

よ

り

計
椅

は
㌣
.

払

㌔

-

1
ひ

と
い

う
Z

に

関
す
る

微
分
方
程
式
を

得
る

｡

(

山
.

N

い
)

よ

り

り
に

つ

い

て

の

次
の

解
が

求
め

ら

れ
る

｡

且
S-る

出
＋

軍
(

望

故
に

で
の

均
衡
値
は

､

且
門
叩
〕

で

あ

る
｡

(

い
.

N

占

は

今
や

次
の

様
に

表
わ

さ

れ

る
｡

･

曽
=

ミ
＋
(

曽
-

う
)

恥

･

号
h

た

だ

し

恥

は

り
の

初
期
値
で

あ

る
｡

q
､

､

=
q

書

と

置
く

と
､

(

山
一

N

8

よ

り
､

-

号
)

=

I

㌦
又
-

-

こ

が

成
立
す

る
｡

(

山
.

N
い

)

只

予
ト

∵
〈

這
ス

音

量
‖

ト

号
蕃

)

計

量
‖

ト

吾
ユ
h

(

音

事
前
的
代

替
可
能
性
を

示

す
生

産
関
数
に

は

(

い
･

占

(

山
.

N

ヰ
)

(

レ
.

N

い

)

(

山
.

N

8

(

い
.

N

O

四

ヨ

ハ

ン

セ

ン

･

モ

デ
ル

B

本
節
で

は

資
本
が

指
数
的
に

減
耗
し

て

行
く

場
合
を

考
察
す
る

｡

こ

の

よ

う
な

仮
定
の

も

と

で
は

次

式
が

成
立

す

る
｡

(

ヰ
●

-

)

(

阜
●

N

)

(

ヰ
,

い

)

と

同
様
の

も
の

を

採
用
す
る

｡

哩

=
ゝ
首
宅
包

ミ

(

今

上

次
に

粗
貯
蓄
は

､

粗
所
得
の

一

定
割
合
に

等
し
い

も
の

と

す
る

｡

果
汁

)

=
h

､

月
叶

)

(

阜
･

い
)

労
働
供
給
に

つ

い

て

は

(

レ
.

か

)

と

同
様
な

も
の

を

仮
定
す
る

｡

～

(

叶

)

=
㌻
恥

ミ

(

㌻

=
ト
○

(

芦

＋
む
)

)

(

千

旦

以

上
の

諸
式
に

知
り

つ

‖

吋

(

今

○

を

加
え

る
と

一

つ

の

体
系
が

構
成
さ

れ

る
｡

と
こ

ろ
で

(

デ
ー

)

(

デ
N

)

(

P
い

)

を
亡

に

関
し

て

微
分
す
る

と

次
式
を

得
る

｡

只
叶

)

=

叉
叶

)

-
む

只
外

)

如
(
叶

)

=

叉
叶

)

-
む

月
叶

)

ト
(
叶

)

=

六
叶

)

1

賢
(
外

)

(

千
早
)

(

干
ひ

)

(

干

e

(

干
∞

)

よ

り
､

吋
＋
む

呵

=

ヒ
㌔

芸
文

…
＋

ミ
ち

V

(

今

β

(

干

3

(

ヰ
.

-

○
)

只
叶

)

に

関
す
る

微
分
方
程
式

(

阜
.

〓
)

4 8 1
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が

求
め

ら

れ

る
｡

さ

て

こ

の

解
は

､

一

1

｢

｢

(

-

-
ひ
)

ゝ

言
ゎ

ふ

(

チ
】

N
)

で

与

え

ら
れ

る

か

ら
､

}

㌔
〔

帖
打

弱
〕

史
郎

)
h

が

ア

の

均
衡
値
と

な

る
｡

(

斗
.

-

い
)

次
に

(

千

古

を
f

に

つ

い

て

対
数
微
分
す

る

と

次
式
が

得
ら

れ

る
｡

む

ド
ミ

ひ

叫
＋
1

哩

(

デ

8

を
と

に

つ

い

て

微
分
し

(

心
･

∞

)

を

考
慮
す
る

と
､

か

=

音
-

賢

(

千
-

e

(

中
.

-

h

)

が

成
立

す
る

｡

(

P

占
(

阜
･

か
)

(

斗
･

∞
)

(

戸
-

占
(

阜
.

-

山

)

よ

り

千
人

S
＋

7
馬
首

=

≡
叶

㌔
恥

(

･ ｡

輔
)

㌻

増

(

:
か
)

と

い

う

y

に

関

す
る

微
分
方
程
式
を

求
め

る
こ

と
が

で

き
る

｡

(

ヰ

+

8

の

解
は

叶

仲

基
粥
N

代

納

鮒
)

訴
は
)

√
9

ほ

消
仔

檀
〕

か

(

ヰ

+

○

と

な
る

｡

故
に

y

の

均
衡
値
は

､

ー

p

Å
陥
M

拍
舶

+

吏
絹

)
ト

で

与
え

ら
れ

る
｡

(

ヰ

+
い

)

と

(

阜

+
00
)

よ

り

(

阜
-

-

8

4 8 月

ミ
【

S
＋
七

＋
(

-

-
ひ

)

む

勺
サ

ー

】
ひ

を

得
る

｡

こ

こ

で
吋

-

N
‖

】如り

と

定
義
し

ょ

う
｡

(

ヰ
･

N

O
)

を
と

に

つ

い

て

対

数

微
分
す
る

と
､

恥

吋

栂

(

ヰ

+

β

(

今
N

O

)

N

勺

如
リ

(

や
N

-

)

と

な
る

｡

(

ヰ
.

い

)

(

チ
∞
)

(

や
¢
)

(

†
-

β
(

干
N

O
)

(

戸
N

-

)

よ

り

.N
‖

§
＋
七

＋
(

-

1
ひ
)

屯

ー

】
ひ

N
l
切

､

N
陀

(

干
N
N

)

と

い

う
Z

に

関
す
る

微
分

方
程
式
が

得
ら

れ

る
｡

こ

の

(

デ
N

N

)

か

ら

り
に

つ

い

て

の

次
の

解
を

求
め

る

こ

と

が

で

き

る
｡

払
､

(
-

-
ひ

)

ー

1

9

(

干
N

い

)

か

く
て

り
の

均
衡
値
ほ

､
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具
-

1
甲

)

で

与
え

ら

れ

る
｡

(

阜
.

-

い

)

(

斗
.

N
い

)

よ

り
､

y

と
g

の

成
長
率
は

長
期
成
長
率

予
パ
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